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中 埜 幸 宏
〔序〕
多くの金属は,適当な温度 ･圧力下で水素ガスと反応して金属水素化物を生成する｡ 金腐水
素化物は,水素貯蔵や蓄熱材料としての応用が期待され,研究が進められている｡ 当研究室で
は,金属水素化物の物性の研究を行うために,金属水素化物のPCT曲線測定用装置を製作し,
実際にPCT曲線を測定した｡
〔装置〕
図1に製作した装置の概略図を示す｡点線で囲まれた部分が外系容器で,バルブbをはさん
で反応容器がっいている｡本実験装置の特色としては,絶対圧計だけでなく,差圧計も用いて
いることで,より精度の高い測定が行える｡真空ポンプは,ロータリー とディフュージョンを
用い,5×10~61｡rrまで引けるようにしてある｡
〔実験〕
実験は,真空を原点とする定容法で行った｡本実験の前に,標準容器を用い,外系容積鴇
を決定し,次に試料の入った反応容器の空間容積 Vlを決定したo試料はレアメタリック社に
注文し,合成されたLaNi5合金を80-120メッシュに砕いたものを用いたo次に200℃で脱
気し,水素を60kg/cm2で導入し,活性化を行った.
pcT曲線の測定は,真空ポンプで脱気した点を原点とし,まずバルブbを閉じ,外系容器
に水素を導入し,バルブbを開け,平衡圧を測定し,またバルブbを閉じ,外系容器に,より
高圧の水素を導入するということをくり返して行った｡放出時は逆に外系容器の水素圧を低く
して行った｡このときの圧力,容積,試料重畳 温度よりPCT曲線が求められる｡
〔結果と考察〕
図2,図3に結果を示す｡また図4,表 1に結果とLaNi5の文献値の比較を示すo 表1の
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